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一

　
も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
。
十
日
町
市
に
は
歴
史
と
文
化
の
殿

堂
博
物
館
を
中
心
に
国
・
県
・
市
指
定
の
文
化
財
や
県
内
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
は
普
段
忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ
、

こ
れ
ら
の
文
化
財
や
施
設
を
訪
れ
る
機
会
が
少
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
妻
有
の
里
の
歴
史
や
文

化
を
良
く
知
り
、
親
が
子
に
伝
え
て
や
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
。
夏
休
み
を
利
用
し
、
親
子
そ
ろ
っ
て
十
日
町
を
再
発
見
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
親
子
の
き
ず
な
を
深
め
な
が
ら
、
学
習

に
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
は
、
市
内
に
あ
る
文
化
財
や
ス
ポ
ー
ツ
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
施
設
を
紹
介
し
、
体
験
学
習
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

特
集
し
ま
し
た
。

歴
鐵
灘
簗
化

に
鱗
懸
饗

　
　
　
み
妻
鰹
灘
か

　
十
日
町
市
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴

史
と
文
化
に
抱
か
れ
て
い
ま
す
。
先

人
た
ち
が
か
か
わ
り
を
も
っ
た
史
跡

や
名
勝
、
天
然
記
念
物
、
工
芸
、
有

形
無
形
の
民
俗
資
料
な
ど
二
十
六
件

が
国
・
県
・
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
博
物
館
は
十

日
町
の
源
流
を
知
る
う
え
で
大
切
な

場
所
で
あ
り
、
全
国
的
に
脚
光
を
あ

び
て
い
ま
す
。

　
次
に
紹
介
す
る
博
物
館
や
地
域
に

点
在
す
る
文
化
財
は
、
市
内
を
散
策

し
な
が
ら
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
史
跡
・
天
然
記
念
物
な
ど
十
日

町
市
を
代
表
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

南
鐙
坂
の
遺
跡
発
掘
現
場
で
は
、
ど

ん
な
も
の
が
出
土
し
て
い
る
か
楽
し

み
の
一
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
親
子
で
先
人
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ

た
歴
史
・
文
化
に
、
た
っ
ぷ
り
と
浸

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。



編秋葉幽城跡
（麻畑ど六箇山谷の間）
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（大黒沢）車で15分

彪
％

RH7

難
消防署●

z
，
死
’
　
’

　　　　　　＜

父
彰二‘

7
〃

琵琶懸城跡
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▲姿箭放神社の大ケヤキ
（姿）車で20分

〈
鉢
の
石
仏
車
で
3
0
分

大
新
田
・
牛
塚
遺
跡

　
（
南
鐙
坂
）

　
車
で
馬
分

田

弼榔ぐ趨へ（
小
泉
）

がってはいけないことになっていま

す。この霊地を守るため、毎年老人

会や子供たちが溝掃をしています。

また、十日町が一望できる八海山に

も階段をつくりました。どうぞ一度

石仏に足を運んでみてください。

　　　ぶようおくゆうしょう
　看仏は明屋宥照という一禅僧が開

山し、今から241年前に工事を始め13

年という長い年月と労力奉仕で完成

しました。石仏の一番の見所は十三

仏。ここの敷石は禅僧の袈裟を型ど

ったもので、何人たりとも土足で上

本石仏一番の

見所は十三仏

尾身松盛さん
（鉢石仏保存会長）辮

，

　
　
　
　
　
　
驚
難
　
灘

〈
市
指
定
文
化
財
〉
江
戸
時
代
に
山

　
　
　
　
　
　
　
お
お
き
も
い
り

谷
組
二
十
ヵ
村
の
大
肝
煎
を
勤
め
た

酒
井
家
の
庭
園
。
四
方
に
八
海
山
や

駒
ヶ
岳
、
守
門
の
山
並
み
、
さ
ら
に

苗
場
山
な
ど
を
望
む
こ
と
が
で
き
、

自
然
の
景
観
を
巧
み
に
取
り
込
ん
だ

借
景
型
の
庭
園
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
鐵
叢
鐡
灘

濃
瓢
醗
鑛
鞭
嫁
鷺
撚
．
』

　
今
年
の
七
月
か
ら
約
ニ
カ
月
間
を

か
け
て
発
掘
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、

南
鐙
坂
に
あ
る
二
つ
の
遺
跡
で
す
。

こ
こ
に
は
縄
文
時
代
の
集
落
の
跡
が

あ
り
、
縄
の
模
様
の
つ
い
た
土
器
、

矢
じ
り
や
石
斧
な
ど
の
石
器
、
耳
飾

り
、
土
偶
な
ど
が
数
多
く
見
つ
か
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
市
指
定
文
化
財
〉
鉢
の
一
番
奥
ま

っ
た
、
松
や
杉
な
ど
の
大
木
に
お
お

わ
れ
た
森
の
中
に
あ
り
、
境
内
地
は

約
一
万
平
方
㌶
ほ
ど
。
そ
の
中
に
、

本
尊
、
十
三
仏
、
天
燈
の
石
、
十
六

羅
漢
、
百
庚
申
、
竜
天
塚
、
中
山
富

士
、
照
利
庵
な
ど
の
社
塔
や
石
像
が

静
か
に
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

灘
饗
簸
鼓
灘
餐
磯
襲
難
翻
叢

〈
市
指
定
文
化
財
〉
姿
箭
放
神
社
の

隣
に
あ
る
古
墳
状
の
丘
の
頂
上
に
あ

り
、
胸
高
直
径
一
・
六
三
㌶
、
樹
高

約
二
十
八
㌶
で
す
。
た
び
た
び
の
水

害
を
嫌
っ
て
永
亨
元
年
二
四
二
九
）

に
神
社
を
移
転
し
た
際
、
記
念
を
し

て
植
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

』
鑛
羅
沢
麗
羅
懸
鐙
灘
欝
騨

〈
市
指
定
文
化
財
〉
大
黒
沢
と
小
黒

沢
の
ほ
ぼ
中
間
あ
た
り
の
水
田
の
畔

に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
梵
字
碑
は
、
板
碑
の
一
種
で
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ゃ
く
し
ゅ

の
趣
旨
は
死
者
の
鎮
魂
供
養
や
逆
修

（
生
前
に
自
分
の
た
め
に
冥
福
を
祈

る
こ
と
）
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
ド
の
　
　
コ

　
　
灘
懸
懸
・
鐡
鋤
p

　
城
之
古
の
西
、
河
岸
段
丘
の
端
に

築
か
れ
、
南
北
百
七
十
層
、
東
西
百

十
層
の
規
模
で
戦
国
時
代
の
城
の
特

徴
を
持
ち
ま
す
。
在
城
し
て
い
た
の

は
上
杉
景
勝
の
家
臣
、
金
子
次
郎
右

衛
門
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
鱗
蓑
　
欝
心
、
繊
憐
饗

　
　
灘
，
葉
　
…
幽
戴
鎌
灘

　
六
箇
山
谷
と
麻
畑
の
間
、
県
道
秋

葉
橋
か
ら
秋
葉
神
社
の
参
道
を
登
っ

た
狭
長
な
尾
根
筋
に
築
か
れ
た
城
で
、

全
長
三
百
材
を
超
え
る
市
内
で
は
最

も
大
き
い
城
跡
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
は
ね
が
わ
ぎ
ょ
う
ぶ

　
南
北
朝
時
代
に
羽
川
刑
部
が
築
い

た
と
伝
え
ら
れ
、
戦
国
時
代
ま
で
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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▲智泉寺庚申塔（昭和町）＿

　　　　　　　車驚2分、

r
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博物館（西本町）車で5分》
〈神宮寺（四日町）

　車で8分

守護神とし誕祭ったとさ総蒸》懇1す。
　　　　　　　　　　　むやゑつ
　叢の文縄財に指驚熱総捲社叢1神
　　　　　　　　みねむろ
挫の桂）は、禅様の撰嚇謎し誕代i々

守鞠できだ懸の鱈醗。藩傑i癒お揮蓬

こに遊びにき誕懇、恭巻傷噸1灘翻

じ鞍鱒懸炎翻雄響雛鑓蓬護だ慈》溝．

蕎籠神社は　　　　高籠神社は・中条地区の総鎮響と

中条の総鎮守　して太々に敬われ誕きまし鵡謝’
　　　　　　　　伝えによると、新囲義叢の鎌奮攻め

　　　　　　　　に応膿異を挙げ起犬舞鰯経隆、疑経

藤木秀奎誌ん　父子が．稲粒ヶ蜷懸海竜霊の不思議

（高霰紳粒氏箏総代）　な霊験に感激し、凱艇の後．海竜韮を
属、

　
　
讐
叢
響
の
簾
顯
馨

　
昭
和
町
の
曹
洞
宗
智
泉
寺
山
門
脇

に
あ
る
庚
申
塔
は
、
こ
の
地
方
に
現

存
す
る
も
の
の
う
ち
、
最
古
の
貞
亨

二
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
高

さ
は
百
三
十
三
独
．
、
幅
四
十
五
独
．
、

材
質
は
花
闘
岩
の
見
事
な
も
の
で
す
。

　
　
熊
蕪
醗
撚
撚

〈
県
指
定
文
化
財
〉
大
井
田
城
は
中

条
の
東
方
、
通
称
「
城
山
」
の
山
頂

部
に
あ
り
、
俗
に
大
井
田
十
八
城
と

い
わ
れ
る
中
で
は
最
大
規
模
で
す
。

　
南
北
朝
時
代
（
約
六
百
五
＋
年
前
）
、

越
後
新
田
一
族
の
中
心
勢
力
で
あ
っ

た
大
井
田
氏
累
世
の
本
拠
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
五
月
に
全
国
の
大
井

田
氏
が
こ
の
城
跡
に
集
ま
り
、
「
大
井

田
氏
サ
ミ
ッ
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
隷
　
　
欝
　
　
懸

〈
境
内
お
よ
び
そ
の
山
林
は
市
指
定

文
化
財
〉
全
体
に
樹
木
が
う
っ
そ
う

と
し
て
繁
り
、
参
道
敷
石
の
両
側
に

は
美
し
い
苔
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
境
内
に
は
、
県
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
本
尊
十
一
面
千
手
観

　
　
　
わ
き
じ
　
び
し
ゃ
も
ん

音
像
・
脇
侍
毘
沙
門
・
広
目
二
天
王

像
等
を
安
置
す
る
観
音
堂
の
ほ
か
に
、

山
門
、
十
一
面
堂
、
稲
荷
社
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
建
造
物
の
内
部
に
は

数
多
く
の
文
化
財
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
山
門
と
観
音
堂
が
今
春
、

県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
欝
覆
鵜
鐵

〈
社
叢
は
市
指
定
文
化
財
〉
中
条
背

戸
の
東
側
、
笹
山
陸
上
競
技
場
の
隣

に
あ
り
ま
す
。

　
元
弘
三
年
の
新
田
義
貞
の
挙
兵
に

際
し
戦
い
に
駆
け
つ
け
た
大
井
田
城

　
　
　
　
つ
ね
た
か

主
大
井
田
経
隆
が
、
稲
村
ケ
崎
に
お

い
て
海
神
の
奇
瑞
に
ふ
れ
、
凱
旋
の

後
こ
れ
を
祭
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
懸
漿
講
轡

　
下
条
原
に
あ
り
、
祭
神
は
管
原
道

真
公
。
応
和
二
年
に
創
立
さ
れ
ま
し

た
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
創
立
者

は
甚
右
衛
門
と
い
い
、
寛
治
六
年
源

　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
は
ら
の
た
け
ひ
ら

義
家
が
出
羽
の
豪
族
清
原
武
衡
を

討
伐
し
た
帰
途
、
こ
の
地
を
通
り
過

ぎ
た
折
り
社
殿
を
再
建
し
て
、
一
郷

の
鎮
守
と
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
難
爆
鐵
鎌
灘
、

　
鶴
嶺
山
広
大
寺
は
、
永
正
元
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
り
ん
じ
さ
ん
ぜ
い
ど
ん

五
〇
四
）
群
馬
県
、
双
林
寺
三
世
曇

え
　
　
い
　
お
う

英
慧
応
和
尚
に
よ
り
草
創
さ
れ
ま
し

た
。
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
火
災

に
遭
い
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）

現
在
地
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、

民
謡
の
「
新
保
広
大
寺
節
」
に
よ
り

そ
の
名
は
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
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文
化
財
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
　
か
ず

　
　
　
大
島
伊
　
顧
さ
ん

　
　
　
　
（
博
物
館
友
の
会
会
長
）

炎井鎚城に
　思いをはせて

水落　　久くん
　（中条小学校6年）

　
当
市
の
文
化
財
は
、
国
指
定
が
二

件
、
県
指
定
が
八
件
、
市
指
定
が
十

六
件
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
中
で
も
四
日

町
の
神
宮
寺
に
は
、
本
尊
の
木
造
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き
ご

～
面
千
手
観
音
立
像
と
脇
侍
の
木
造

広
目
天
、
毘
沙
門
天
（
普
段
は
非
公

開
）
が
県
の
彫
刻
部
門
に
、
そ
れ
を

安
置
す
る
観
音
堂
と
山
門
が
建
造
物

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
史
跡
と
し
て
は
、
県
指
定
の
大
井

田
城
跡
が
中
条
の
山
並
み
に
、
そ
の

威
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
し
、
市
の
史

跡
で
は
、
大
黒
沢
の
板
碑
（
梵
字
碑
）

と
鉢
の
石
仏
が
あ
り
ま
す
。

　2カ月前、釜飼に散らばった犬井田氏の子孫たちが集

まって犬井田疑サミットが開がれ慧した。ぼく，はその時、

犬井田城跡で中条の伝統民謡、大の坂を踊りました。大

井田城跡はぼくが想像していたものよりずっと広く、当

時の部屋の跡がだくさん残っていました。きっと当時は、

そこにりっぱな城が建っていたのだと思います。ぼくは

あの大諜田城があっなころの城主になって、遠くの景色

を見おろしながら犬の坂を踊ってみたいと思いました。

広かった博物館の

　竪穴住居

　
ま
た
、
中
条
笹
山
遺
跡
出
土
の
縄

文
中
期
の
火
焔
型
土
器
は
、
県
指
定

の
考
古
資
料
と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
。
一
方
、
中
条
小
貫
の

諏
訪
社
の
大
杉
は
県
の
、
姿
箭
放
神

　
　
　
け
や
き

社
の
大
棒
は
市
の
天
然
記
念
物
の
指

定
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
山
谷
酒
井

家
の
積
翠
荘
が
市
の
名
勝
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
有
形

無
形
民
俗
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
市
内
に
は
、
十
日
町

の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
財
産
が
残

っ
て
い
ま
す
の
で
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
家
族
で
探
訪
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　脚翼繊，一

　歴史の勉強で、博物館に見学に行ってきました。特に

おどろいたことは、竪穴住居の中が、けっこう広かった

ことです。わたしたちだったら、7～8人くらいは入れ

ると思います。それにひんやりとしていました。

　動物のはく製や人形に話しかけたら今にも返事をする

ような気がしたし、目をぎょろりと動かすような気もし

ました。今回は、考古展示室だけだったので、ぜひ夏休

みにもう一度家族といっしょに行きたいです。

〈
雪
と
織
物
と
信
濃
川
が
テ
ー
マ
〉

　
「
雪
と
織
物
と
信
濃
川
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
博
物
館
は
、
昭
和
五
十
四

年
四
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
十
日
町

織
物
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
土
器
や

紡
錘
車
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
、
馬
場

上
遺
跡
の
地
に
、
約
三
億
三
千
万
円

を
投
じ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
郷
土
の
特
色
を
ふ
ん
だ
ん
に
生
か

し
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
教
育
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
い
つ
で
も
誰
で

も
見
た
り
、
調
べ
た
り
、
楽
し
ん
だ

り
で
き
る
市
民
の
た
め
の
博
物
館
と

位
置
づ
け
ま
し
た
。
開
館
以
来
、
．
市

民
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
か
ら
見
学

者
が
訪
れ
、
全
国
的
に
脚
光
を
あ
び

る
博
物
館
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し

た
。　
常
設
展
示
物
は
、
雪
国
の
厳

し
い
冬
に
う
ち
か
つ
努
力
や
工

夫
を
こ
ら
し
た
暮
ら
し
の
展
示
、

国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
越
後
縮
の
紡
織
用
具
及
び
関

連
資
料
や
県
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
越
後
縮
幡
な
ど
十

日
町
織
物
の
歴
史
を
展
示
。
ま

た
、
信
濃
川
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
恵
み
と
利
用
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
館
外
に
は
郷
土

植
物
園
と
原
始
・
古
代
が
体
験
で
き

る
遺
跡
ひ
ろ
ば
も
あ
り
ま
す
。

〈
考
古
展
示
室
が
今
注
目
の
的
〉

　
今
年
の
五
月
オ
ー
プ
ン
し
た
考
古

展
示
室
は
、
博
物
館
を
ひ
と
き
わ
注

目
さ
せ
る
展
示
室
と
し
て
脚
光
を
あ

び
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
室
は
、
常

設
展
示
の
テ
ー
マ
の
大
昔
編
に
あ
た

る
も
の
で
、
十
日
町
地
方
の
原
始
・

古
代
・
中
世
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
中
で
も
、
一
階
の
原
始
・
古
代
展

示
室
に
は
、
縄
文
の
華
日
本
一
と
も

い
わ
れ
て
い
る
笹
山
遺
跡
出
土
の
火

焔
型
土
器
と
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
が

秋
と
冬
と
屋
内
の
三
つ
に
分
か
れ
て

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
階
・

の
中
世
展
示
室
に
は
、
南
北
朝
時
代

（
約
六
五
〇
年
前
）
の
大
井
田
氏
の

隆
盛
や
人
々
の
暮
ら
し
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

小学生に人気の的、古代展示室

鐵
、
灘
難
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1

塩
之
又
森
林
公
園

車
で
3
0
分

伊
5
3

ハ市民体育館（学校町1）

　車で5分
サンスポーツ
ランド車で15分

ミ
一
の
吟

イ
ク
市
寵

ス
ス
仕
車

※問い合わせ先

コ

施　設　名 電　話 施　設　名 電　話

総　合　体　育　館

52－4377

（総合体育館）

赤倉キャンプ場 52－4377

武　　　道　　　館 市　営　プ　ー　ル 57－3736
（7月20日から）

信濃川運動公園 下条中央公園 55－2746

陸　上　競　技　場 塩之又森林公園 52－5671

笹　山　野　球　場 桂　交　通　公　園 52－2680
（円通寺）

サンスポーツラン下

笠置山キャンプ場

薬師プレイランド 52－2748
（中条公民館）

スイミングスクール 58一一3343

、、　、　＼

　
　
　
　
　
　
駄

　
　
　
　
　
　
気

「
｝
「
ヲ
　
’

　
夏
休
み
は
、
お
お
い
に
学
び
、
お

お
い
に
遊
ぶ
絶
好
の
機
会
で
す
。
そ

ん
な
皆
さ
ん
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
親
子
の
語
ら
い
の
場

に
、
そ
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
慧
灘
驚
欝
・
鐵
懸
驚

　
西
本
町
一
の
西
小
学
校
の
近
く
に

昭
和
五
十
九
年
竣
工
し
ま
し
た
。

　
鉄
筋
コ
ン
グ
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造

三
階
建
の
一
階
に
は
野
球
、
サ
ッ
カ

ー
の
練
習
が
で
き
る
屋
内
運
動
場

（
ク
レ
ー
）
、
二
階
に
は
ア
リ
ー
ナ

（
競
技
場
）
、
三
階
に
は
五
百
六
十
席

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
観
覧
席
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
、
親
子
幼
児
健
康
室
、
健
康

体
力
相
談
室
な
ど
を
備
え
、
文
字
ど

お
り
十
日
町
市
の
総
合
的
な
体
育
施

設
で
す
。

　
そ
の
隣
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
二
階
建
の
武
道
館
が
あ
り
ま
す
。

柔
道
場
、
剣
道
場
、
空
手
道
場
、
相

撲
場
の
ほ
か
に
、
会
議
室
、
シ
ャ
ワ

ー
室
な
ど
を
備
え
、
十
日
町
市
の
武

道
の
総
合
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
灘
難
灘
驚
驚

　
昭
和
三
十
七
年
に
学
校
町
一
丁
目

に
造
ら
れ
、
古
く
か
ら
十
日
町
市
民

の
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
灘
鍵
競
蝶
鑛

　
昭
和
六
十
一
年
、
中
条
の
通
称
笹

山
に
第
二
種
公
認
陸
上
競
技
場
と
し

下条中央公園は地域の人が造った手づくり公
園、18ホールのミニゴルフ場が大好評です

て
建
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
天
候
型
の
ト
ラ
ッ
ク
と
フ
ィ
ー

ル
ド
を
備
え
、
ト
ラ
ッ
ク
は
一
周
四

百
材
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
の
競
技
も
可
能
で
す
。
ま

た
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
一
階
に
は
本

部
室
、
審
判
・
役
口
塁
至
な
ど
が
、
二

階
は
千
人
収
容
の
観
覧
席
が
あ
り
ま

す
。　

昭
和
五
十
七
年
に
完
成
し
た
笹
山

野
球
場
は
、
こ
の
地
方
随
一
の
本
格

的
な
野
球
場
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
両
翼
は
九
十
一
材
、

中
堅
は
百
二
十
㌶
あ
り
ま
す
。

　
小
泉
地
内
の
信
濃
川
河
川
敷
に
あ

る
運
動
公
園
に
は
、
野
球
場
が
三
面
、

庭
球
場
が
八
面
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

が
一
面
の
ほ
か
に
、
一
周
二
千
百
材

の
ト
リ
ム
コ
ー
ス
が
あ
り
、
週
末
に

な
る
と
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
や
家
族
連

れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
欝
難
灘
ー
鐵

　
夏
休
み
に
一
番
人
気
が
あ
る
の
が

こ
の
市
民
プ
ー
ル
。
隣
に
は
幼
児
用

プ
ー
ル
も
あ
り
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
は
ち
び
っ
子
で
い
つ
も
い
っ

ぱ
い
で
す
。
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赤倉
キャンプカ

　車で40分

楽
師
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
車
で
巴
分

　　　　醗翻鶴幾蜜講

　　立　　　　笹山野球場
陸上競技場　　一（上町）車で20分
（上町）車で20分　　　一劇鳳一

1父週公困
上原）車で15分

下
条
中
央
公
園
雨

　撚懸難

R目7

　灘難難

　撚鑛鑛

市営プール
（下島）車で10分

漸調

籔
o
　◎

田
苗

総合体育館
（西本町1）

　車で5分

一
－；一一一■■■ゴ

●、『
　　δ

（

　　　黛回

閏　甲

●．

D
＠

　　　吟

鋤”　／
　　　一蝿葺　ノ

轟

㎜∞
鐡
魏
譲
懸
㎜
ー
嬰
灘
灘
縷

　
平
成
二
年
に
雇
用
促
進
事
業
団
の

補
助
で
山
本
の
台
地
に
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
野
球
場
は
笹
山
野
球
場
に
次

ぐ
本
格
的
な
野
球
場
と
し
て
、
両
翼

九
十
七
・
六
材
、
中
堅
百
二
十
二
材
、

照
明
設
備
が
完
備
し
、
ナ
イ
タ
ー
も
多

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
庭
球
場
は
全

天
候
型
の
コ
ー
ト
が
四
面
あ
り
ま
す
。

　
鐘
覆
闘
鞍
灘
鐵
霧
霧

　
昭
和
五
十
二
年
に
西
枯
木
又
に
造

ら
れ
ま
し
た
。
炊
事
場
、
便
所
、
広

場
、
幕
営
地
、
駐
車
場
の
ほ
か
に
遊

歩
道
も
整
備
さ
れ
、
魚
沼
連
山
が
一

望
で
き
る
絶
景
地
で
す
。

　
　
辮
鱗
醤
懇
鷺
難
灘
緩

　
赤
倉
の
清
水
峠
に
あ
る
こ
の
キ
ャ

ン
プ
場
に
は
、

麟一
一

　
、ノ

ノ一一『二㍉ここS窺
信
濃
川

運
動
公
園

車
で
巴
分

ナイター照明を

設置してお待ち

　　じ職穣輩

｛
一

小寓幽勇感ん

麟雛灘翻

便
所
、
幕
営
地
な
ど
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
、
醜
廉
麟
鑛
饗
園

　
「
雪
を
克
服
し
、
若
者
の
定
住
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
下
条
を
つ

く
ろ
う
」
と
、
市
と
地
区
の
共
同
作

業
に
よ
り
、
地
域
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
事

業
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
、
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
場
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
ス
テ

ー
ジ
広
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
遊
歩
道
、

眺
望
閣
が
整
備
さ
れ
、
今
年
か
ら
は

ナ
イ
タ
ー
設
備
も
で
き
ま
し
た
。

　
薬
麟
魏
麟
　
ー
麓
灘
欝

　
中
条
の
八
幡
と
上
原
の
間
に
、
総

合
的
な
住
民
の
憩
い
の
広
場
と
し
て
、

昭
和
六
十
年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
多
目
的
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
兼

バ
レ
ー
コ
ー
ト
ニ
面
、
ナ
イ
タ
ー
設

　
　
　
　
　
ヤ
を
う
　
　
ん
｝

　驚年国蒼迎建た下条中央公園懸す　　炊

溝社会教育や体験学習の場として、事
　　　　　　　　　　　　　　　場
塵嬢充実させてい《考え灘す。　　　　’

　今隼はナ螺ター設備を整備じ、夜駐
　　　　　　　　　　　　　　　車
もパターゴ燕ヲや羅一ラースケート場
　　　　　　　　　　　　　　　　、が楽態めます、10人以上矯予約をじ

て鱒ただければ、飲物や食べ物など
　　　　　　　　　　　　　　　ノくを翔慧奮る議とむ懸きますの欝、是　レ

罪ざ家族ぞろってお磧でください。　　1

鍵ム議一スやキ・

鱗で憂の一日；

過ごしましょ

備
、
展
望
広
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
塩
疑
騒
森
撚
麟
園

　
山
村
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、

昭
和
五
十
五
年
林
業
構
造
改
善
村
落

特
別
対
策
事
業
で
造
ら
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
人
気
の
的
の
ト
リ
ム
コ

ー
ス
や
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ほ
か
に
、

総
合
案
内
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
林

間
広
場
が
あ
る
本
格
的
な
自
然
公
園

と
し
て
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
ま

す
。　
　
犠
薬
懸
麟
園

　
市
内
唯
一
の
交
通
公
園
と
し
て
、

幼
稚
園
児
や
保
育
園
児
、
小
学
校
の

児
童
た
ち
に
、
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

週
末
は
ゴ
ー
カ
ー
ト
が
あ
り
、
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

篇
溺
熟
驚
慈
盤
　
饗
業
　
。

　一・蹴．．巽　　1－1．㌔称　福欝さノ

　　昭和騙年に開園し、脊年の驚月25

　殴灘満憩年、約9万人の人から利溺

　じ誕いただきまじだ。子供籍ち雄萎毅

　気のある榊謎ム識一薫や溌議蕪、驚

　ヤンプで夏碓一囹を楽しん鐙くだ慈
■

　鱒。今響描お盆灘は覆夏の火祭渕

　奮荷暴ます。かが鱗火の南での滋饗

　タ灘ンサー欝など、若糖太薩ち嚢業

　分楽じん燈縢ただげる叢恩騨ます。

7』＝6∬夢豊平成3年7月10日



平成3年

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
九
日
問
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
「
助
役
・
収
入
役
の
選
任
」
　
「
特

別
委
員
会
の
設
置
」
な
ど
議
案
十
九
件
、
請
願
二
件
、

陳
情
二
件
、
意
見
書
二
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
十
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
農

業
、
道
路
、
福
祉
問
題
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

助
役
に
近
藤
哲
雄
氏
・

　
　
　
　
収
入
役
に
池
田
耕
平
氏
を
再
任

人
　
事
　
関
　
係

　
■
助
役
・
収
入
役
の
選
任
…

…
六
月
末
で
任
期
満
了
と
な
る

助
役
・
収
入
役
に
近
藤
助
役
・

池
田
収
入
役
の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

助役近藤哲雄氏

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

条
　
例
　
関
　
係

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
…
…
保
険
料
限
度
額

「
四
二
万
円
」
を
「
四
四
万
円
」

に
引
き
上
げ
、
四
割
軽
減
判
定

基
準
額
「
一
二
万
五
、
○
○
○

円
」
を
「
二
二
万
円
」
に
増
額
、

延
滞
金
の
額
の
端
数
処
理
お
よ収入役池田耕平氏

び
減
免
規
定
を
新
設
す
る
な
ど

の
改
正
を
し
ま
す
。
　
（
平
成
三

年
度
分
保
険
料
か
ら
適
用
）

　
■
農
事
連
絡
員
設
置
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

…
…
本
来
条
例
で
定
め
る
性
格

の
も
の
で
な
い
の
で
廃
止
し
、

今
後
は
規
則
で
対
応
し
ま
す
。

予
　
算
　
関
　
係

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
平
成
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
…
…
当
問
高
原
リ
ゾ
ー

ト
出
資
金
の
増
額
、
物
件
移
転

補
償
料
、
下
条
小
学
校
屋
内
体

育
館
改
造
工
事
費
な
ど
、
一
億

四
、
八
八
三
万
五
、
○
○
○
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
三
年
度
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
…
…
施
設
維

持
修
繕
工
事
費
四
八
O
万
円
を

増
額
し
ま
し
た
。

　
■
平
成
三
年
度
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
…
…
前
年
度

繰
越
金
の
確
定
に
よ
り
償
還
金

五
、
〇
五
三
万
三
、
○
○
○
円

を
増
額
し
ま
し
た
。

そ

の

他

　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
■
市
道
の
変
更
…
…
ほ
場
整

備
に
伴
い
北
鐙
坂
地
内
の
小
林

の
坂
線
の
一
部
を
小
林
一
号
線

に
、
高
島
南
鐙
坂
線
の
終
点
を

総
合
公
園
に
記
念
樹
を
贈
呈

－
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
三
十
五
周
年
記
念
匿

　
六
月
七
日
㈹
、
十
日
町
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
西
郷
泰
厳
会

長
）
は
、
創
立
三
十
五
周
年
を

記
念
し
て
十
日
町
市
総
合
公
園

に
記
念
樹
（
ケ
ヤ
キ
高
さ
六
眉
・

五
十
万
円
相
当
）
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
青
空
の
澄
み
わ
た

・
る
中
、
会
員
約
三
十
名
が
参
加

し
、
贈
呈
式
典
が
厳
か
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

野球場入口前に植樹されました

　
新
潟
県
で
は
、
昨
年
に
引
き

続
い
て
今
年
も
小
・
中
学
校
の

先
生
に
も
、
四
週
六
休
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
主
に
長
期
休
業
中

や
地
域
行
事
の
あ
る
日
な
ど
、

授
業
の
な
い
日
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
夏
季
休

暇
が
七
月
か
ら
九
月
の
間
で
、

三
日
間
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
学
校
の
活

動
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
行
わ

れ
ま
す
。

　
市
内
の
学
校
で
諸
事
情
を
考

え
て
、
実
施
の
日
時
を
決
め
ま

す
の
で
、
学
校
や
先
生
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
施
設
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う

　
今
、
市
内
に
あ
る
公
園
な
ど

の
公
共
施
設
が
、
心
な
い
人
た

ち
に
よ
っ
て
傷
付
け
ら
れ
た
り

壊
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
公
園
の
便
所
の
窓
や
便

器
な
ど
が
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
隔

る
公
共
施
設
を
大
切
に
使
い
、

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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変
更
し
ま
し
た
。

　
■
市
道
の
認
定
…
…
小
林
二

号
線
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
■
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
…
…
下
条
塩
野

地
内
の
道
路
陥
没
に
よ
り
発
生

し
た
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
の

額
を
議
会
に
お
い
て
議
決
し
ま

し
た
。

　
■
米
の
市
場
開
放
阻
止
に
関

す
る
請
願
（
採
択
）

　
■
平
成
三
年
産
米
の
政
府
買

入
価
格
お
よ
び
わ
が
国
農
業
、

農
村
の
将
来
展
望
と
米
穀
政
策

の
確
立
に
関
す
る
請
願
（
採
択
）

　
■
米
の
市
場
開
放
阻
止
に
関

す
る
意
見
書
（
原
案
可
決
）

　
■
平
成
三
年
産
米
の
政
府
買

入
価
格
お
よ
び
わ
が
国
農
業
、

農
村
の
将
来
展
望
と
米
穀
政
策

の
確
立
に
関
す
る
意
見
書
（
原

案
可
決
）

麹　　骸愚層無黒暴卿　　曝胴罵熱黒簸9

路行政について

祉行政について

金問題について

学校の学校給食実現について

ゾート問題について

業政策について

速道へのアクセス道路建設にっい

－
量
ト
麺
滴

幽
㎜

厘
4
：

校、大学誘致について

の進捗状況と今後の見通しに
学
道
て

門
水
い
も
康
疎
金
保
祉
メ
日
業
会
規
政
政
周
祉
｝

の産業の振興について

一と医療システムの改革にっいて

、化対策について

周題について

問題について

行政について

自由化問題について

町市の人口減少問題について

問題について

福祉について

格道路にっいて

一般にっいて

改革と住民サービスについて

辺整備計画について

行政について

…
鰻
埴
罐
欝
暑
．
暮
．
終
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描
脾
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擶
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隆一尾身
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大島広栄

村山耕司
高橋秀雄

正
松
　
子
…

　
　
　
　
美
…

　
清
　
　
　
　
久
｝

間
島
　
辺
㎜

　
　
　
　
野
…

半
大
　
　
河
…

　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
の

　
　
　
　
　
　
　
保
険
料
率
が
決
定

　
平
成
三
年
度
分
の
国
民
健
康

保
険
料
率
が
、
下
表
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

　
三
年
度
の
保
険
料
は
、
増
加

す
る
医
療
費
の
支
払
い
に
対
処

す
る
た
め
、
前
年
度
比
一
人
当

た
り
平
均
で
八
・
九
％
引
き
上

げ
、
六
二
、
〇
二
二
円
に
す
る

こ
と
が
、
三
月
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
下
表
の
料
率
は
、
一
人
当
た

り
六
二
、
〇
二
二
円
に
な
る
よ

う
に
、
条
例
の
規
定
に
基
づ
き

算
定
し
た
も
の
で
す
。

〈
保
雛
碧
に
〉

　
各
世
帯
に
ば
一
年
分
の
保
険

料
の
額
を
七
月
半
ば
こ
ろ
、
納

保険料率表
区　　分 3集度 2年度

所　得　割 縫．雛謬 4．36％

資　産　割 52．3鑛 48．2％

被保険者均等割 20，⑫OO醐 20，800円

世帯別平等割 馨3，翻㊤隅 23，800円

付
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
額
を
七
月
か
ら
翌
年
の
二

月
ま
で
、
八
回
に
分
け
て
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、
健

全
な
国
保
を
運
営
す
る
た
め
、

納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆夫婦・子供1人……・…………・・3人家族

◆給与収入・………………・………・300万円

◆固定資産税（土地・家屋）………　5万円

①所　得　割

　　　　　　　　給与所得控除　　基礎控除
　｛300万円一（1，065，000円＋310，000円

　　　　　給与特別控除
　　　　＋20，000円）｝×4．8％＝77，040円

②資産　割　5万円×52．3％＝・26，150円

③被保険者均等割

　　　　　　20，900円×　3人＝62，700円

④世帯別平等割　　　　　　　　23，400円

＊合計①＋②＋③＋④ニ189，200円
　　　　　　　　　　　（100円未満切り捨て）

■問い合わせ　保健衛生課国保係

　（盈57－3111内線140・141）へ。

9とおガ辞3平成3年7月10日
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総合体育館に大きな歓声がこだま
～第29回身体障害者体育大会第7地区大会～

　
六
月
二
十
三
日
㈲
第
二
十
九
回
身
障
者
体
育

大
会
第
七
地
区
大
会
が
、
二
市
三
郡
の
五
チ
ー

ム
、
選
手
・
応
援
団
約
八
百
人
が
参
加
し
て
、

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
力
づ
く
り
や
機
能
回
復
を
目
指
し
て
参
加

し
た
選
手
は
、
障
害
物
競
争
、
綱
引
き
な
ど
十

種
目
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
十

日
町
チ
ー
ム
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
応
援
団
も
登

場
。
会
場
は
大
き
な
歓
声
が
鳴
り
響
き
、
参
加

者
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

畠

選手も応援団も心ひとつに頑張りました

し

川治の市道ぞいに
　　　　　　　手づくり花壇が出現

～川治内後、上町、中町の子供会が造成～

　
川
治
内
後
子
供
会
（
上
村
優
一
．
会
長
）
と
上

町
、
中
町
の
親
子
約
三
十
人
は
、
六
月
二
十
三

日
㈲
の
早
朝
、
川
治
地
内
の
市
道
ぞ
い
に
花
壇

を
造
り
花
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の
花
壇
は
、
下

水
道
管
の
布
設
が
完
了
し
た
消
防
署
と
川
治
保

育
所
の
間
の
市
道
二
百
五
十
材
に
、
線
路
の
ま

く
ら
木
百
二
十
本
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。

　
内
後
子
供
会
で
は
、
二
年
前
か
ら
草
で
荒
れ

て
い
る
道
路
ぞ
い
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
計
画

し
、
市
と
相
談
し
な
が
ら
二
週
間
ほ
ど
か
け
て

ま
く
ら
木
設
置
や
土
入
れ
な
ど
の
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
子
供
た
ち
は
道
路
わ
き
い
っ
ぱ
い

に
咲
く
花
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
サ
ル
ビ
ア
・

百
日
草
な
ど
た
く
さ
ん
の
花
の
苗
を
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
植
え
ま
し
た
。

　
秋
に
は
、
き
れ
い
な
花
が
咲
き
乱
れ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
目
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し

よ
・
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
・
し

纏翻嘱照．・．鱒冊．畠　　．

美しい道路にと願いを込めていっぱい花を植えま
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大島恭子さん
　　（6年）

全
国
に
こ
だ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
リ
コ
ー
ダ
ー

　
私
た
ち
東
小
学
校
の
器
楽
部
は
、
三

月
の
全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

に
五
、
六
年
生
三
十
四
人
で
出
場
し
ま

し
た
。
夏
休
み
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
、

き
び
し
い
練
習
を
続
け
、
心
を
一
つ
に

し
て
み
ん
な
で
頑
張
り
、
そ
の
成
果
が

実
り
銀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ん

な
で
と
て
も
喜
び
ま
し
た
。
何
よ
り
の

自
慢
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
い
事
で

す
。
県
の
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
見
事
に
金
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
あ
っ
て
の
金
賞
だ
と
思

い
ま
す
。
五
月
に
、
器
楽
部
、
合
唱
部

で
「
旧
大
井
田
小
学
校
」
の
校
歌
を
合

同
で
演
奏
し
ま
し
た
。
二
つ
の
部
が
一

つ
に
な
り
、
と
て
も
気
持
ち
良
か
っ
た

　　　　　　　　騰　　　　　離　　灘灘

〔野崎鍵雛6人〕

で
す
。

　
練
習
は
き
び
し
い
で
す
が
、
結
果
が

素
晴
ら
し
い
こ
と
を
期
待
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

嚢
棚
1

』
、
製

騨灘麹翻
島・・　　　　　呪　　κ

翻
灘
．
、
．
チ
、
葦

　
醸
雛

㎜
饗

全日本リコーダーコンテストで銀賞に輝く
井沢秀彦くん
　（6年）

中
越
学
童
親
善

　
　
相
撲
大
会
で
優
勝

僕
た
ち
東
小
学
校
相
撲
部
は
、
六
月

ユ0



北信越大会（長野市）でハッスルプレーを披露してきました

十日町クラブ（松岡和男監督）

　　　市民体育館に大きな歓声と笑い声。毎週水・金曜日の
1嚢夜8時から塒間半．ぐレ＿ボ＿ノレで汗を流しストレス

国解消を図っているママさんチームが＋日町クラブです．

家市の婦人バレーボール教室がきっかけで結成され今年で

i庭約1晩学生時代からバレーボーノレの魅力に取り付かれ

婦iたイ中間が集まり・子育てをしながら頑張っています・

．入iメンバーは31歳から44歳までの1臨平均年齢36歳と
…灘繊　県内のママさんバレーの中でも高い方です。こんなチー

灘　　ムが、6月9日新潟市で行われた全国家庭婦人バレーボ　　ール大会県予選会で、並み居る強豪を破り優勝はのがし
鑓　　ましたが準優勝に輝きました。今年で3回県大会に出場

1』してきましたがこれまで大会の雰囲気1このまれ実力

i灘雛　　を発揮できませんでした。今回選手の気持ちが勝づバレ

禦＿へと＿つ1こまとまり、準決勝で苦戦しましたが練習の成

i糞果が＋分に発揮さね北信越大会への出場を果たしました．

嚢　バレーをやっていて何よりの楽しみ1ま、試合のあとの

繋饗　　慰労会。いい汗を流しうまい酒を酌み交すのが一番の楽

準iしみです。こんなチームです力叉バレーが大好きという

・擾方は一緒にやつてみませんか・これからも家族の協力に

騰支えられながら・チームー丸となって来年優勝という大

　　きな目標に向け、練習に試合に頑張っていきます。

来年の優勝を目指して頑張ります

藷馬

神秘的なホタルの光に参加者から感嘆の声

　
　
　
　
　
　
　
七
月
二
日
㈹
、
下
条
地
区
公
民
館
の
主
催
に

　
　
　
　
爵
よ
る
「
ホ
汐
ル
警
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま

　
　
巻
貝
企
し
た
．
水
が
き
れ
い
で
な
い
と
育
た
な
い
と
い

囑
誓
離
舞
㌶
懇
韓
ゲ
講

に
鵜
鞍
鰐
霧
鎚
・
ζ
今
年

間
ホ
が
　
地
区
の
子
供
た
ち
や
大
人
約
百
人
が
参
加
し
、

飴
響
籍
灘
継
舞
硯

　
　
　
　
区
鑑
賞
を
し
ま
し
た

ゆ
地
点
滅
す
る
自
動
車
の
ウ
ィ
ン
カ
ー
に
引
き
寄

つ
　
条
せ
ら
れ
る
よ
う
に
ホ
タ
ル
が
集
ま
り
だ
し
、
参

　
　
　
　
外
加
し
た
人
た
ち
は
神
秘
的
な
ホ
タ
ル
の
光
に
見

　
　
　
　
　
　
と
れ
な
が
ら
、
夏
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

誰繭識命編・壷論繭命繭繭鷲

蕪羅職瓢13纂禁　た練罪ムワークで団体戦優勝

九
日
に
行
な
わ
れ
た
中
越
学
童
親
善
相

撲
大
会
に
出
場
し
、
団
体
戦
の
部
で
優

勝
し
ま
し
た
．

　
僕
た
ち
相
撲
部
は
、
三
年
生
か
ら
六

年
生
三
十
八
人
で
、
週
三
回
練
習
し
て

い
ま
す
。
練
習
は
、
体
操
、
し
こ
、
す

り
足
、
あ
た
り
な
ど
で
す
。
僕
た
ち
は

大
会
で
、
予
選
、
準
決
勝
を
勝
ち
ぬ
き

決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
決
勝

の
相
手
は
十
日
町
小
で
し
た
。
僕
は
、

勝
て
る
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

四
勝
三
敗
で
勝
ち
ま
し
た
。
勝
て
た
の
　
　
一

は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
か
っ
た
か
ら

勝
て
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
・

　
個
人
戦
で
は
、
み
ん
な
が
ん
ば
り
、
　
　
・

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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L

中

（
レ
ス
ト
誰
魏
雛
）

島
　
　
　
香
さ
ん

職灘繊

繊
難
麹
雛

村

山
保
之
さ
ん

（
㈱
＋
鮪
慰
麗
歳
）

高校を卒業したあと1年間東京の専門学校に通　驚懸1　者5会へあこがれて渡は東京に就職したんです

影．②禦欝纂見訪だ藷懲簸灘諮讐雛轟星階鴛ll鰹
勉讐人，変わ．てい．，言1れ．んで凱雛畿傷簾緩盤憲讐

例えば・ックなんかより演歌の方が大好きで・坂糟一一一一董はすぐ慣れました・
本冬美の大ファンです。カラオケも演歌だけ、五　表　社るナ明　　　十日町では・都会にはない人の優しさを感じて

木ひろしをよく歌います。プロ野球よりも大相撲　　　の人1日　　ほっとします。でも、商店街が早く閉店してしまう
とレ、うように、若年寄りと冷やかされることもあ謎窮♀と、買い物もできなかったりして寂しいですね・

ります。それからがっちりとした体にあこがれて　絡ん集　o日　　休みの日は掃除をしたり・友達と買い物に出か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，先でしこ町　　　　　　　　　　　　、
いるので、体を鍛えるスポーツが大好きです。　　　　もてのを　けたりしています・カスミ草が好きなのでこれか

今＋日町もリゾート開発など・将来を左右す霧袈愕ら育ててみたいと思っていますし・テニスもでき

る大きな事業が進もうとしていますが、やっぱり　課いすナ若　　たら始めたいと思っています・

もっと若い人たちの声も聞いて欲しいと思）・ます畿イ計墓　背が高くて日唯。ナていて・一見怖そうでも本

ね。もちろんわたしを含めて若い人たちも政治に　　広ん人登場　　当は優しいといっ人が・理想の相手です・でも・

灘鎌懇霧1世紀1ま今の若羅謡鴛．弊獅襲騨り　まだまだ先

鯵
恥
謳
岬
N

　
　
　
0
．

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
浜
松
市
の
隣
、

植
木
の
産
地
で
有
名
な
浜
北
市
で
す
。

気
候
は
温
暖
で
す
が
、
冬
に
な
る
と
遠

州
の
空
っ
風
と
呼
ば
れ
る
冷
た
い
強
い

風
が
吹
き
荒
れ
ま
す
。
強
い
風
か
ら
家

を
守
る
た
め
に
、
ど
こ
の
家
で
も
高
さ

　
　
　
　
　
ま
き

二
㌶
ほ
ど
の
棋
の
木
を
家
の
周
り
に
植

え
て
あ
り
ま
す
。
最
近
の
浜
北
市
は
、

浜
松
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
人

口
も
増
え
続
け
、
現
在
八
万
人
ほ
ど
だ

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
自
然
環
境
と
交

通
の
便
に
も
恵
ま
れ
、
日
本
楽
器
、
ヤ

マ
ハ
な
ど
の
音
楽
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
大

手
企
業
が
あ
り
ま
す
。

　
短
大
を
出
て
浜
松
の
建
築
会
社
に
就

職
し
、
主
人
と
知
り
合
い
昭
和
五
十
三

年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
三
年
間
ほ
ど
浜

松
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
事
情
が
あ

っ
て
五
六
豪
雪
の
年
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
二
階
ま
で
雪
が
積
も
っ
て
、
二

階
か
ら
お
茶
を
出
し
た
り
、
電
線
を
く

ぐ
っ
た
り
、
か
ん
じ
き
を
は
い
た
の
も

初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
十
日
町
に
来

酒井智子さん
　（南鐙坂・35歳）

静岡県浜北市

て
家
族
や
近
所
の
皆
さ
ん
か
ら
親
切
に

し
て
も
ら
っ
た
り
、
家
か
ら
街
が
一
望

で
き
た
り
本
当
に
気
持
ち
が
落
ち
着
き

ま
し
た
。
環
境
が
変
わ
っ
た
お
か
げ
で
、

浜
松
で
は
子
供
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
三
人
恵
ま
れ
幸
せ
な
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。

　
鐙
坂
も
十
年
の
間
に
道
路
も
学
校
も

よ
く
な
り
ま
し
た
が
、
バ
ス
の
本
数
が

増
え
た
り
下
水
道
が
完
備
さ
れ
れ
ば
あ

り
が
た
い
で
す
。
今
は
一
年
前
か
ら
通

っ
て
い
る
実
践
倫
理
宏
正
会
で
い
ろ
ん

な
人
と
話
し
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

ユ2
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〈材料〉　　（6～7人分）

・長芋…3009・焼きのり…8

ツ切を16枚・卵…1個

※タレはひと煮立ちさせる。

幽
　
藏
　
な
　
ぎ

　　く　み　こ
田川肝美子さん

（暮騨簿饒）

　
だ
れ
に
も
喜
ば
れ
る
一
品
で
す

　
皮
は
焼
き
の
り
、
身
は
長
芋
の
山
う

な
ぎ
で
す
。
キ
ツ
ネ
色
に
揚
げ
る
と
良

く
似
て
い
ま
す
。
芋
に
煮
干
の
粉
を
混

ぜ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
に
も
。

　
サ
ク
ッ
と
し
て
、
の
り
と
合
っ
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
に
も
喜
ば
れ
、
コ
シ

ヨ
ウ
を
加
え
る
と
お
酒
に
も
大
好
評
で

す
。
短
時
間
に
作
れ
て
、
と
て
も
便
利

で
す
よ
。

〈
作
り
方
〉
①
長
芋
は
す
り
お
ろ
し
、
溶

き
卵
を
合
わ
せ
る
。
長
芋
が
水
っ
ぽ
い

と
き
は
、
片
栗
粉
を
少
し
混
ぜ
る
と
よ
い
。

②
焼
き
の
り
に
大
さ
じ
一
杯
ほ
ど
の
芋

を
の
せ
た
ま
ま
、
油
で
揚
げ
る
。
そ
の

時
、
フ
ラ
イ
返
し
を
使
う
乏
き
れ
い
に

鍋
の
中
に
入
る
。
少
し
色
が
付
い
た
ら

返
し
て
さ
ら
に
揚
げ
る
。
そ
の
あ
と
オ

ー
ブ
ン
で
焦
げ
目
を
付
け
る
。

③
熱
い
う
ち
に
タ
レ
を
か
け
る
．

④
器
に
青
ジ
ソ
を
敷
い
て
盛
り
付
け
る
。

※
フ
ラ
イ
返
し
を
一
度
油
の
中
に
入
れ

て
使
う
と
の
り
が
付
か
な
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　　灘闘騒．螺．、，／）U⑳

　保育所から帰っておぱあちゃんとジェットマンやファイブマ

ンの本を見るのが好きなんだ。家の近くでホタルをいっぱい取

ったけど￥かわいそうだからホタルの友達のところに放してあ

げたよ。ぼく￥弟か妹が早く欲しいな。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

越後保育園
　　　　　⑳

丈絵で、仲良しのゆみち

与いたのよ。家に帰って

いつもいっしょなの。

グ

　友達のつばさくんを描いた

だ。みんながとても似てるっ

言ってくれたよ。うれしいな

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

佐
藤
　
　
梢
ち
ゃ
ん

　
　
　
、
　
羅
鑛
’

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

南
雲
健
司
く
ん

墜
㍗
・
？
『
併
『
伊
伊
併
＠
併
伊
併
伊
＠
伊
＠
伊
＠

、』コ
小
林
金

臨
撒

　
簗
　
　
撚

馨

　
お
れ
は
、
大
正
十
二
年
か
ら
十
五
年

間
、
東
京
神
田
の
手
拭
い
屋
で
働
い
て

い
た
ん
だ
て
。
年
季
奉
公
は
、
信
州
出

身
の
人
の
弟
子
に
な
り
、
ち
ん
こ
い
体

だ
が
ま
じ
め
に
稼
い
で
た
ん
だ
ぜ
の
。

　
こ
の
と
き
の
給
金
は
、
月
に
五
円
で

三
年
間
位
同
じ
だ
っ
た
の
。
だ
ど
も
給

金
は
全
部
貯
金
に
し
て
た
め
て
、
小
遣

い
は
、
仕
入
れ
や
届
け
物
を
し
て
も
ら

う
駄
賃
で
十
分
だ
っ
た
の
。

　
東
京
で
稼
い
だ
金
は
、
た
ま
に
家
に

帰
る
と
き
み
ん
な
親
に
預
け
た
ん
そ
の
。

　
三
十
歳
に
な
っ
て
、
手
拭
い
屋
を
や

め
て
城
之
古
に
帰
っ
て
来
た
ど
も
、
嫁

を
と
る
に
は
土
地
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て

い
な
い
と
だ
め
だ
と
い
う
の
で
、
稼
い

治
さ
ん

（
城
之
古
一
・
82
歳
）

で
た
め
た
金
で
、
田
三
反
歩
と
畑
七
反

歩
ほ
ど
買
っ
た
ん
そ
の
。

　
田
ん
ぼ
は
、
坪
八
十
銭
く
ら
い
で
買

っ
た
ん
だ
ど
も
、
今
に
な
っ
て
み
る
と

安
か
っ
た
の
。
そ
れ
ま
で
に
持
っ
て
い

た
田
畑
と
合
わ
せ
る
と
、
な
ん
と
か
暮

ら
し
て
い
け
る
百
姓
に
な
っ
た
ん
そ
の
。

　
お
れ
は
も
の
好
き
で
、
延
べ
三
頭
の

馬
を
飼
っ
て
み
た
が
、
百
姓
す
る
に
は

楽
だ
っ
た
の
。

　
今
は
ど
こ
の
家
も
ト
ラ
ク
タ
ー
で
や

っ
て
し
ま
う
ど
も
、
当
時
城
之
古
で
は

お
ら
家
し
か
馬
を
飼
っ
て
い
な
く
て
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
馬
耕
か
け
に
頼
ま
れ
た

の
。
よ
そ
の
家
へ
馬
耕
か
け
に
行
っ
て

も
、
金
は
も
ら
わ
な
い
で
後
で
そ
の
分

と
し
て
、
二
人
分
の
手
間
を
田
の
草
取

り
な
ん
か
に
返
し
て
も
ら
っ
て
、
か
な

り
助
か
っ
た
て
の
。

　
そ
の
馬
も
戦
争
で
二
回
も
徴
用
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

て
し
ま
い
、
見
送
り
に
行
っ
て
あ
ん
ま

り
気
の
毒
で
泣
い
て
し
ま
っ
た
て
の
。

　
年
は
と
っ
た
ど
も
、
今
で
も
畑
に
出

て
野
菜
づ
く
り
を
し
て
い
る
ぜ
の
。
昔

の
生
活
に
比
べ
る
と
今
は
楽
す
ぎ
て
話

に
な
ら
ね
え
の
。

伊ユ3七おガ羊3平成3年7月10日
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灘灘
　
市
内
に
は
多
く
の
公
共
施
設

や
文
化
財
・
企
業
が
あ
り
ま
す
。

普
段
な
か
な
か
見
学
で
き
な
い

こ
れ
ら
の
施
設
を
訪
れ
て
、
十

日
町
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
日
曜
日
も
計
画
し

ま
し
た
．
の
で
親
子
で
ど
う
ぞ
。

■
定
員
各
コ
ー
ス
共
54
人

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
ま
す
）

■
集
合
時
間
　
午
前
8

時
4
5
分
ま
で
に
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
ヘ
集
合
く

だ
さ
い
。

■
参
加
費
　
一
人
1
5
0
円

（
保
険
料
ほ
か
）
申
し
込
み
時

に
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
昼
　
食
　
各
自
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
（
A
・
C
コ
ー
ス
に
は

食
堂
が
あ
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
7
月
2
3
日
㈹
ま

で
に
総
務
課
文
書
広
報
係
（
智

内
線
鵬
・
四
）
へ
。

〈
見
学
コ
ー
ス
〉

▼
A
コ
ー
ス
　
7
月
31
日
㈱

　
（
公
共
施
設
中
心
コ
ー
ス
）

●
市
役
所
　
　
卸
売
市
場

衛
生
セ
ン
タ
ー
　
　
消
防
本
部

　
．
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
ー

ー
ク
ロ
ス
ー
0
　
　
博
物
館

総
合
体
育
館
・
武
道
館
　
　
特

養
ホ
ー
ム
「
三
好
園
」
1
ー
下

条
中
央
公
園
　
　
市
役
所

▼
B
コ
ー
ス
　
8
月
1
日
㈱

　
（
文
化
財
中
心
コ
ー
ス
）

●
市
役
所
　
　
積
翠
荘
　
　
遺

跡
発
掘
現
場
ー
鉢
の
石
仏
－

1
姿
箭
放
神
社
大
ケ
ヤ
キ

大
黒
沢
正
平
在
銘
梵
字
碑

羽
根
川
荘
ー
博
物
館
　
　
神

宮
寺
－
大
井
田
城
跡
　
　
高

籠
神
社
　
　
市
役
所

▼
C
コ
ー
ス
　
8
月
2
日
㈹

　
（
企
業
中
心
コ
ー
ス
）

●
市
役
所
　
　
卸
売
市
場

イ
ト
マ
ン
ジ
ェ
ム
加
工
㈱
1

㈱
ジ
ャ
ル
コ
ー
サ
ン
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
　
　
ク
ロ
ス
ー
O
l

十
日
町
ソ
フ
ト
開
発
㈱
　
　
協

立
ハ
イ
パ
ー
ツ
㈱
　
　
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
ー
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
D
コ
ー
ス
　
8
月
4
日
旧

　
（
親
子
コ
ー
ス
）

●
市
役
所
－
博
物
館
i
消

防
本
部
　
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
　
　
塩
之
又
森
林
公
園
ー

1
大
池
・
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術
館

　
　
神
宮
寺
－
特
養
ホ
ー
ム

「
三
好
園
」
　
　
市
役
所

　
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

県
の
施
設
を
見
学
し
て
、
県
政

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
ふ
れ
あ
い
県
政
バ
ス
」

を
計
画
し
ま
し
た
。
夏
休
み
を

利
用
し
て
、
親
子
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
8
月
2
1
日
㈱
午
前

10

時
～
午
後
4
時
　
▼
十
日
町

駅
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
見
学
施
設
　
高
冷
地
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
、
妙
法
育
成
牧
場
、

な
か
ま
の
家
、
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
十
日
町
試
験
場

■
参
加
資
格
　
個
人
、
親
子
、

ま
た
は
1
0
名
以
下
の
団
体

■
定
　
員
　
5
0
名

■
参
加
費
　
無
料
（
但
し
、
昼

食
は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

8
月
1
2
日
㈲
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
「
第
1
0
回
ふ
れ
あ
い
県

政
バ
ス
参
加
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
新
潟
県
総
務
部
知

事
公
室
広
報
広
聴
課
（
〒
蜘
新

潟
市
新
光
町
4
番
地
1
盈
伽
1

獅
1
5
5
1
1
内
線
2
1
1

6
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

『
槍
鷹
づ
《
＠
佛
関
虜
鴎
認
働
》
』
寄
鶴

　
人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、

健
康
は
至
上
の
宝
と
し
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
最
近
は
、
個
人
で
、
家
族

で
、
グ
ル
！
プ
等
で
健
康
づ
く

り
体
力
づ
く
り
に
励
む
姿
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

等
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
や
生
活
条

件
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

健
康
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

謹懸擁

響鑛の

減量総濃霧別i収i樂

　　　権協撚濾さ縢
　衛生施設組谷（盈57一孫51）

　
十
日
町
市
で
は
、
ヘ
ル
ス
パ

イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
「
健
康
づ
く
り
作
文

（
実
践
記
録
）
」
を
募
集
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
励
む
皆
さ
ん
の

そ
の
一
端
を
作
文
バ
実
践
記
録
）

に
ま
と
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
貴
重
な
実
践
記
録
の
中
か

ら
入
選
以
上
の
作
品
を
冊
子
に

ま
と
め
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
市
民
の
皆
さ

ん
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
多
数
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
7
月
1
5
日
㈲

～
8
月
2
0
日
㈹
ま
で
。
当
日
消

印
有
効

■
応
募
資
格
　
高
校
生
お
よ
び

一
般
■
応
募
方
法
　
①
4
0
0
字
詰

原
稿
用
紙
5
枚
以
内
②
作
品
に

は
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
「
題
」
を

つ
け
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業

（
学
年
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
条
件
　
①
未
発
表
の
作

品
に
限
り
ま
す
。
　
②
作
文
の

版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

③
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

④
資
格
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
．

■
賞
　
①
最
優
秀
賞
1
点
、
賞

状
お
よ
び
副
賞
（
3
万
円
）

②
優
秀
賞
2
点
　
賞
状
お
よ
び

副
賞
（
1
万
円
）
　
③
入
選
3

点
賞
状
お
よ
び
副
賞
（
5
千
円
）

■
発
　
表
　
9
月
中
旬

■
応
募
先
　
〒
脇
十
日
町
市
千

歳
町
3
1
3
　
十
日
町
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
「
健
康
づ

く
り
作
文
募
集
係
」
（
盈
5
7
1
3

1
1
1
内
線
謝
）
へ
。

　最近、大型ダンボール箱類が弐変

多くなりました。ダンボール箱類は、

できるだけ小さく折りたたんでくだ

さい。また、ダンボール箱類や紙類

は、焼却処理するよりも再生期資源

として利用し、ごみの減量化にご協

力をお願いします。

〈事業所は自己搬入を〉

　事業所から1回に多量なごみを出

すために、一般家庭のごみが出しに

くいごみステーションがあります。

事業所のごみは焼却場に自己搬入す

るようご協力をお願いします。

〈分別と水切璽を〉

　梅雨時期は．ごみを焼却するのに

多量の重油を必要とします。ごみを

出す前に水をよく切ってください。

　また、可燃物と不燃物はきちんと

分別してごみステーションに出すよ

うご協力をお願》・します。

ヱ4代表者を記入のうえ新潟県童地利罵対策課騰城一聡

推進室締1鱒0新潟叢新光町4－M蜘25遡85－55鍛
内線2407）《。

レ応募対象　親子2人（小学生以上〉づれか高校生以

上のペア　レ応募　7月31日㈱ま懸に富製はがぎに参

加者2人の住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、
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『
地
域
お
こ
し
』
ビ
デ
オ
テ
ー
ブ
の
貸
し
出
し

　
全
国
各
地
で
今
、
地
域
づ
く

り
や
地
域
お
こ
し
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
で
も

県
民
の
地
域
お
こ
し
の
参
考
に

し
て
も
ら
う
た
め
、
「
新
潟
の
地

域
お
こ
し
は
今
」
の
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
3
巻
を
作
制
し
、
市
町
村

に
配
布
し
ま
し
た
。

　
無
料
で
貸
し
出
し
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
テ
ー
プ

も
3
0
分
も
の
で
す
。

■
申
込
先
　
企
画
財
政
課
企
画

調
整
係
（
盈
内
線
謝
）
ま
た
は

十
日
町
市
公
民
館
（
盈
5
7
1
5

0
1
1
）
へ
。

◆
一
巻
「
地
域
の
活
力
・

　
　
　
　
　
　
地
域
の
文
化
」

●
関
川
村
…
せ
き
か
わ
ふ
る
さ

と
塾
　
・
大
島
村
…
チ
ロ
ル
音

楽
村
学
校
　
●
糸
魚
川
市
…
竹

の
子
会
　
・
能
生
町
…
弁
天
太

鼓◆
二
巻
「
地
域
特
産
品
づ
く
り
」

●
下
田
村
…
ひ
こ
ぜ
ん
焼

●
栃
尾
市
…
手
ま
り
づ
く
り

あ
し
た
の
家
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ず
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絆
を
求
め
て

■
と
　
き
　
7
月
～
9
月
の
毎

週
木
曜
日
に
8
回
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
午
後
7
時
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

■
講
　
師
　
松
田
鉄
夫
先
生

（
元
塩
沢
商
工
高
等
学
校
長
）

■
内
　
容
　
①
自
分
を
賭
る
魅

力
的
な
家
族
づ
く
り
②
子
育
て

の
理
想
は
「
父
は
外
に
、
母
は

家
庭
に
」
か
③
分
散
家
族
の
絆

づ
く
り
④
女
性
の
意
識
の
変
化

が
家
庭
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
⑤

自
立
し
た
親
と
子
の
関
係
⑥
1
0

年
以
上
遅
れ
て
い
る
？
夫
の
意

識
改
革
⑦
家
庭
の
中
の
老
い

※
話
し
合
い
や
発
表
・
講
義
な

ど
で
学
習
を
進
め
ま
す
。

■
テ
キ
ス
ト
　
㎜
婦
人
学
級
レ

ポ
ー
ト
集
（
無
料
）

■
申
し
込
み
　
連
絡
用
ハ
ガ
キ

を
添
え
て
十
日
町
市
公
民
館

（
学
校
町
一
盈
5
7
－
1
5
0
1
1
）
へ
。

　
第
噸
回
目

▼
7
月
鰺
日
㈹

　
　
　
　
夜
7
時
～
9
時

▼
雛
日
町
市
公
民
館

　
　
　
　
　
集
　
会
　
室

●
畑
野
町
…
特
産
振
興
協
議
会

●
安
塚
町
…
雪
の
宅
配
便

・
神
林
村
…
手
づ
く
り
ハ
ム

・
黒
川
村
…
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
等
◆
三
巻
「
地
域
問
交
流
・

　
　
　
　
　
　
　
国
際
占
父
流
」

●
両
津
市
…
埼
玉
県
入
間
市
と

の
交
流
　
・
入
広
瀬
村
…
雪
お

ろ
し
ツ
ア
ー
　
●
松
之
山
町
…

越
後
松
之
山
豪
雪
塾
　
・
中
条

町
…
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
新
潟
校

・
大
和
町
－
卜
国
際
大
学

、　　　　　4

　
県
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
意
見
や
主
張
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
年
齢
、
性
別
を
問
い
ま

せ
ん
の
で
、
多
く
の
方
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
8
0
0
字
程
度

（
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
2
枚
）

■
景
　
品
　
応
募
さ
れ
た
方
全

員
に
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
を
贈

・
王
し
ま
す
。

■
提
出
先
　
7
月
31
日
㈱
ま
で

に
県
公
衆
衛
生
課
内
恩
賜
財
団

母
子
愛
育
会
事
務
局
（
〒
蜘
新

潟
市
新
光
町
4
1
1
）
へ
。

　
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、
正
し
い
農
地
の
権
利

移
譲
が
行
わ
れ
、
経
営
移
譲
年

金
を
確
か
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
説
明
会
を
開
き
ま

す
。　
農
業
者
年
金
は
、
平
成
三
年

四
月
か
ら
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、

受
給
方
法
や
年
金
額
の
計
算
も

変
わ
り
ま
し
た
。
58
歳
か
ら
6
0

歳
ま
で
の
人
は
、
こ
の
機
会
に

参
加
さ
れ
、
自
分
の
納
得
の
い

く
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
8
月
9
日
㈲

受
付
…
午
前
9
時
～
9
時
1
5
分

説
明
…
午
前
9
時
1
5
分
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

■
問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会

（
智
内
線
皿
）
へ
。

港険物保要講習会
華日町地域消防本部《姪57一緬55）

ロ惹　iき　8月奪日㈱午後1時～4

「
信
濃
川
の
増
水
に
こ
注
意
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
R
信
濃
川
発
電
所

　
河
川
に
お
け
る
水
難
事
故
防

止
の
た
め
、
宮
中
取
水
ダ
ム
か

ら
小
千
谷
ま
で
の
信
濃
川
沿
岸

に
ダ
ム
放
流
警
報
用
サ
イ
レ
ン
・

ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
ダ
ム
か
ら
水
を
放
流
す

る
と
き
は
警
報
い
た
し
ま
す
の

で
、
早
目
に
安
全
な
場
所
に
退

避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
増

水
が
早
い
の
で
、
十
分
注
意
し

ま
し
よ
・
つ
。

▼
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨

で
河
川
が
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
と
き
．

▼
発
電
所
の
設
備
が
故
障
し
、

調
整
地
（
浅
河
原
）
の
余
水
路

か
ら
放
流
す
る
と
き
。

「
親
の
目
と
心
で
防
こ
う
水
の
事
故
」

十

　
子
供
の
事
故
は
、
親
が
ち
ょ

っ
と
目
を
離
し
た
す
き
に
起
き

て
い
ま
す
。
親
の
目
と
心
で
子

供
を
事
故
か
ら
守
っ
て
や
り
ま

し
よ
・
つ
。

▼
子
供
た
ち
だ
け
で
水
泳
や
水

遊
び
等
に
行
か
な
い
よ
う
注
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
海
辺
、
川
、
池
等
の
危
険
な

口と二ろ　クロス麹¢本町6－1〉

口対象者　①危険物の取扱作業に従

事するこ謎になった日から1年以

内の火②昭鞠麗隼5月垂田以降は

受講期闘が5年か傷3年にな嬢ま

　琶だ。だだし、62年5月1日以前

に講習または免状の交付を受けて

いる場合は、従来どお璽5年以内。

　1受講後、次の受講期闘は3年以

　内になります／

口申し込み　7月28日㈱ま驚に消防

本部予防課へ。

日
町
警
察
署

場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
に
は

み
ん
な
で
一
声
か
け
て
や
り
ま

し
よ
・
つ
。

▼
地
域
で
危
険
な
場
所
の
点
検

を
行
い
、
早
目
に
棚
を
す
る
な

ど
安
全
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

▼
幼
児
は
絶
え
ず
、
目
の
届
く

と
こ
ろ
で
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

中魚沼地区支会
ポンプ操法競技会

口とき7月21日（日〉午繭8挺寺20分

　～11時30分

讐ところ　千憩町生鮭食品駐車場

ロ環ンプ台数　自動潔ンプ車4台、

小型動カポンプ5台

レ募集　1チーム2入・100チーム
＞参加費　15，000円（2人1組1
泊）　レ集合　大和町公民館前

ユ5七6ガ彦二平成3年7月10日
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7
目
2
0
目
ω
か
ら

　
　
市
民
ブ
ー
ル
オ
ー
ブ
ン

　
水
の
恋
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
7
月
2
0
日
d
D
か
ら
市
民

プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
幼
児
・
小
学
生
が
入
場
す

る
場
合
は
、
保
護
者
と
一
緒
で

な
い
と
入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　
　
で
お
　
い
し
ま
す
の

〔
市
斉
ハ
ズ
募
集
〕

　
高
校
卒
業
以
上
の
健
康
で
泳

げ
る
学
生
。
希
望
者
は
総
合
体

育
館
内
体
育
課
（
費
52
－
4
3

7
7
）
へ
。
申
込
書
が
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

7／20（土）～8／12（月）午前9時～午後7時

8／13（火）～8／31（土）午前9時～午後6時

入場券 一般・高校 小坤学生 幼　児

1回券 200円 100円 50円

11回券
2，000円 1，000円 500円

市民プールで販売します。

十
日
町
ナ
イ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
陸
上
競
技
大
会

■
と
　
き
　
7
月
2
0
日
G
ゆ

競
技
開
始
…
午
後
4
時

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
種
目
　
▼
男
子
百
材
、

四
百
訂
、
千
五
百
材
、
五
千
屑
、

走
高
跳
、
走
幅
跳
、
砲
丸
投
の

7
種
目
。
四
百
耕
と
五
千
折
は

中
学
二
般
の
み
。
そ
の
他
は

中
学
二
般
・
壮
年
が
出
場
で

き
ま
す
。

▼
女
子
百
層
、
八
百
㌶
、
走

高
跳
、
走
幅
跳
、
砲
丸
投
の
5

種
目
。
中
学
・
一
般
が
出
場
で

き
ま
す
。

※
一
般
は
高
校
生
を
含
み
ま
す
。

■
参
加
資
格
　
十
日
町
市
・
中

魚
沼
郡
に
在
住
、
ま
た
は
、
通

学
・
通
勤
し
て
い
る
人

■
参
加
費
　
▼
中
学
生
…
一
種

目
に
つ
き
3
0
0
円
▼
一
般

…
一
種
目
に
つ
き
5
0
0
円

■
表
　
彰
　
中
学
・
一
般
・
壮

年
そ
れ
ぞ
れ
一
位
～
三
位
ま
で

賞
状
を
授
与
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
7
月
1
5
日
㈲
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体

育
館
内
体
育
協
会
ナ
イ
タ
ー
陸

上
競
技
大
会
事
務
局
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
毎
月
第
4
木
曜
日
に
、
体
育

指
導
委
員
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
行
い
ま
す
。
運
動
不
足
の

解
消
や
ス
ト
レ
ス
発
散
に
、
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
毎
月
第
4
木
曜
日

の
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分

7
月
2
5
日
、
8
月
2
2
日
、
9
月

26
日
、
1
0
月
2
4
日
、
1
1
月
2
8
日
、

12
月
2
6
日

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
種
目
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
。

■
対
象
健
康
の
人
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
運

動
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館

へ
の「
ラ
ジ
オ
体
操
」

　
　
　
　
出
前
指
導

　
夏
休
み
中
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

出
前
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
町

内
や
学
校
単
位
で
、
希
望
日
の

2
週
間
前
ま
で
に
総
合
体
育
館

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

が

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
職
場
、
地
域
、
P
T
A
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
の
単
位
で
、

体
力
診
断
テ
ス
ト
や
運
動
能
力

テ
ス
ト
を
受
け
付
け
ま
す
。
ご

希
望
の
団
体
は
お
気
軽
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
内
　
容
　
　
〈
体
力
診
断
〉

　
反
復
横
跳
び
、
垂
直
跳
び
、

背
筋
力
、
握
力
な
ど
の
種
目
。

〈
運
動
能
力
〉
5
0
材
走
、
走
り

幅
跳
び
、
持
久
走
、
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
投
げ
な
ど
の
種
目
。

以
上
の
種
目
か
ら
選
択
し
て
、

テ
ス
ト
を
行
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
り
、
個
々
の
体
力
を
診

断
し
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館
ほ
か
。

■
費
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i

診
断
料
一
人
に
つ
き
3
0
0
円

が
必
要
で
す
．

■
そ
の
他
　
実
施
日
時
、
内
容
、

人
数
等
は
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
実
施
希
望
日
の

一
カ
月
前
ま
で
に
、
各
団
体
の

代
表
者
が
総
合
体
育
館
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

菅
平
高
原
市
民
八
イ
キ
ン
グ

　
十
日
町
市
あ
す
な
ろ
会
で
は
、

恒
例
の
日
帰
り
「
市
民
ハ
イ
ク
」

を
行
い
ま
す
．

■
と
　
き
　
7
月
2
8
日
㈲

集
合
…
午
前
4
時
3
0
分
　
解
散

…
午
後
6
時
3
0
分
　
い
ず
れ
も

十
日
町
市
公
民
館
前

■
と
こ
ろ
　
菅
平
高
原
（
根
子

岳
2
、
2
0
7
材
）
登
り
下
り
と

も
約
2
時
間
3
0
分
程
度
。

■
参
加
費
　
大
人
…
4
、
5
0

0
円
、
子
供
（
小
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）
　
3
、
0
0
0
円

■
募
集
人
員
　
3
0
名
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

■
説
明
会
　
7
月
1
9
日
㈲
午
後

8
時
か
ら
十
日
町
市
公
民
館

で
。
参
加
費
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
7
月
1
7
日
㈱
ま

で
に
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校

町
一
盈
5
7
－
5
0
1
1
）
へ
。

圏
問
い
合
わ
せ
　
詳
細
に
つ
い

て
は
徳
永
印
刷
（
a
、
5
7
－
8
4

4
4
）
へ
。

ラ
ジ
オ
体
操
千
人
集
会

　
今
年
で
第
9
回
目
を
迎
え
た

水
沢
地
区
ラ
ジ
オ
体
操
千
人
集

会
に
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

田
と
　
き
　
7
月
2
5
日
㈲
午
前

6
時
1
5
分
…
開
会
式
　
6
時
3
0

分
…
ラ
粘
、
ン
オ
体
操
　
6
時
4
6
分

…
お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
（
小

雨
決
行
）

■
と
こ
ろ
　
水
沢
運
動
公
園

（
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
隣
）

■
問
い
合
わ
せ
　
水
沢
地
区
公

民
館
（
麿
5
8
1
3
1
0
1
）
へ
。

第
－
回
市
民
水
泳
竸
技
大
会

■
と
　
き
　
8
月
1
8
日
㈹
午
前

10

時
…
開
会
式

■
と
こ
ろ
　
西
小
学
校
プ
ー
ル

■
種
　
目
　
▼
小
学
4
年
生
ま

で
…
自
由
型
、
平
泳
（
2
5
㌶
）

▼
5
・
6
年
生
の
部
、
中
・
高

校
生
の
部
…
自
由
型
、
平
泳
、

背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
5
0
層
）

▼
一
般
…
自
由
型
、
平
泳
、
背

泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5
・
5
0
材
）

※
一
人
2
種
目
以
内
と
し
ま
す
。

■
資
　
格
　
市
内
の
在
住
者

■
参
加
費
　
一
人
1
0
0
円

■
申
し
込
み
　
8
月
2
日
㈲
ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
総
合
体

育
館
ま
た
は
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル
ヘ
．
詳
細
は
江
口
有
司

（
費
52
－
2
4
3
9
）
へ
。

ユ6■参蜘費　墾チーム6，500円（2回戦以降後日精算）

麟申し込み　7月鰺日㈱までに総合体育館へ。

ロ抽選会　7月20日（お午後7時総合体育館会議室

・チーム編成　①町内単位か近隣町内とで編成②1チ

ーム監督・主将を含め15名以内③40歳以上2人、48歳

以上1入常時出場④連盟単独チームは出場できない。
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献
血
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
2
年
度
市
内
で
献
血
さ
れ

た
方
は
3
、
1
4
4
人
、
㎜
㎡

に
換
算
す
る
と
4
、
！
4
3
本

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
輸
血
用
血
液
供
給
は
全

血
成
分
製
剤
合
わ
せ
て
5
、
5

9
3
本
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

献
血
で
尊
い
生
命
が
救
わ
れ
ま
す

　
　
　
躍
7
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
推
進
月
間
灘

　
　
　
魅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

きものまつりでも温かい愛の手が

　
成
分
献
血
の
必
要
性
と
方
法

　
血
液
製
剤
の
原
料
と
な
る
血

液
の
大
部
分
を
、
外
国
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
安

定
供
給
、
倫
理
面
、
安
全
性
の

面
か
ら
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
国
内

受
給
を
目
指
し
て
成
分
献
血
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
十
日

町
市
で
も
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
成
分
献
血
は
、
㎜
㎡
献
血
の

5
～
2
0
人
分
の
血
漿
や
血
小
板

を
献
血
し
て
い
た
だ
き
、
貴
重

な
血
液
の
一
部
で
あ
る
赤
血
球

を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
そ
の

ま
ま
献
血
者
に
お
返
し
し
ま
す
。

　
全
血
献
血
と
比
べ
約
一
時
間

か
か
り
ま
す
が
　
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
輸
血
効
果
が
高
く
副
作

用
の
少
な
い
血
液
製
剤
が
供
給

で
き
ま
す
。
体
へ
の
負
担
が
軽

く
健
康
上
や
日
常
生
活
に
全
く

差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
検
査
、
項
目
も
8
．
項
目
増
え

健
康
管
理
に
役
立
ち
ま
す
。

　
㎜
㎡
・
姻
祀
・
成
分
献
血

　
　
の
3
つ
の
献
血
か
ら

　
今
年
の
4
月
か
ら
、
血
圧
や

比
重
、
体
重
な
ど
、
献
血
の
基

準
も
一
部
改
正
さ
れ
、
よ
り
多

く
の
方
が
献
血
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
温
か
い
思
い
や
り
の
心
で
、

献
血
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交通安全キャンペーン＝

幽夏の交通事故防止運動7／21～8／20

，憂耀編糖．隷
　　　　　　　　　　　　こレリ　イ　　まト
からの重大事故が多発し　ノ’　で想
　　　　　　　　　　　　ご　ンも　　　　　　　　のノ　ヘ
ます。心と時間にゆとり　』）、1．
　　　　　　　　　　　　　　じ　ロンドヒ　ノ　ロ
ある運転をしましょう。　　・、朗・

6月中の交通事故発生状況　　（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成3年 18（76） 22（81） 0（1）

平成2年 16（80） 25（112） 0（1）

川西町
津南町
中里村

平成3年 12（50） 15（60） 0（1）

平成2年 11（36） 13（43） 0（0）

計
平成3年 30（126） 37（141） 0（2）

平成2年 27（116） 38（155） 0（1）

　　　　　飲酒運転で接触し横転
　ロきロヨ

　　÷　　　6月30日（日）午後4時15分ご

　　　　　ろ、六箇地内の県道で、59歳

の男性が運転する軽乗用車がカーブ地点

で運転を誤り車庫に接触、道路下に転落

し、同乗の妻と孫2人が負傷しました。

運転手は酒を飲んでいました。飲酒運転

は絶対しない、させないようにしましょう。

酒害の懇談会
■と　き　7月19日㈹午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所（盈57－

　2400）または、保健衛生課保健衛

生係（盈内線138）へ予約ください。

心の健康相談
■と　き　7月26日㈹午後1時30分・

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当　八木沼医師（五日町病院）

昌申し込み　十日町保健所または、

　保健衛生課保健衛生係へ。

■7月25日㈱　午前9時～正午／

　中在家・大石・当間・南雲の各全部、

水沢市ノ沢の大部分

■7月30日（火）午前9時30分～正午／

　漉野・慶地・二子の各全部、平の一部

拶
住
民
健
診
あ
り
が
と
う
夢

小
杉
栄
三
さ
ん
（
四
日
町
二
・
七
＋
八
歳
）
の
お
手
紙
よ
り
…

昨
年
の
秋
、
突
然
市
役
所
か
ら
お
手
紙
を
戴
き
、
早
速
保
健
衛
生

課
に
出
向
い
た
。
大
き
な
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
渡
さ
れ
、
精
密
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
何
分
正
月
前
の
こ
と
だ
っ
た
の
で

正
月
早
々
に
長
岡
日
赤
病
院
を
た
ず
ね
た
。
常
に
健
康
だ
っ
た
の
で

一
日
検
査
位
の
軽
い
気
持
ち
で
診
察
を
受
け
た
と
こ
ろ
「
早
速
入
院

し
て
手
術
を
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

十
日
程
検
査
を
受
け
た
結
果
、
非
常
に
場
所
が
良
い
と
こ
ろ
だ
か

ら
簡
単
に
出
来
る
と
の
話
。
一
月
十
八
日
胸
の
手
術
と
決
ま
っ
た
。
午

後
か
ら
三
時
間
半
位
の
手
術
で
終
わ
椴
、
二
日
間
程
看
護
婦
さ
ん
の

お
世
話
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
自
力
で
一
切
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
か
っ
た
。
看
護
婦
さ
ん
に
、
　
「
よ
く
そ
の

年
で
付
添
い
な
し
で
い
ら
れ
る
ね
」
と
笑
わ
れ
た
。

「
生
き
る
」
そ
れ
は
何
よ
り
も
尊
い
生
命
で
あ
る
。
他
人
に
た
よ

ら
ず
、
自
分
の
体
は
自
分
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
や

っ
ぱ
り
他
人
様
（
保
健
衛
生
課
の
方
）
か
ら
言
わ
れ
な
け
れ
ば
腰
を

上
げ
な
い
の
が
普
通
か
と
思
う
。
私
の
場
合
も
呼
び
出
し
が
な
け
れ

ば
、
自
分
は
い
た
く
も
、
か
ゆ
く
も
な
験
か
ら
何
の
心
配
も
し
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
ま
リ
ヱ
カ
月
程
前
に
入
院
し
て
い
た
方
は
、
手
遅
れ
で
は
な
い

か
と
自
分
か
ら
話
し
た
。
つ
い
に
正
月
前
に
な
っ
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
・

っ
た
。
ま
だ
若
い
の
に
…
。

市
報
の
中
で
い
つ
も
言
わ
れ
る
早
期
発
見
、
早
期
治
療
。
布
民
は

毎
年
の
保
健
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
健
診
を
受
け
、
早
期
に
自
分

の
病
気
を
な
く
し
、
一
生
楽
々
と
し
た
気
持
ち
で
生
活
し
た
鱒
も
の

で
す
。入
院
し
て
初
め
て
健
康
の
あ
り
が
た
さ
を
知
っ
た
。
五
体
完
全
、

健
康
な
体
、
こ
れ
に
ま
さ
る
宝
は
な
い
。
一
生
の
喜
び
で
あ
る
。

「
年
に
一
度
は
必
ず
健
診
を
受
け
な
さ
い
」
と
先
生
に
言
わ
れ
た
。

病
人
の
い
な
い
十
日
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
早
期
発
見
に
外

な
ら
な
い
。
保
健
衛
生
課
の
指
導
指
示
に
従
い
、
老
後
を
楽
じ
く
生

き
た
い
も
の
で
す
。

ロと　き　7月下旬～8月中
■とこる　サンスポーツランド野球場

ロ参加資格　市内に在住する一般市民

駆乎

電
調
停
胴
業
哨
作
鮒

難懸灘雛鞭

ユ7とおガ詐3平成3年7月10日

町内早朝野球大会に変わる大会です



日li　隆

ギ

　
信
濃
川
の
左
岸
に
沿
っ
て
南
北
に

走
る
県
道
が
、
中
里
村
に
入
る
あ
た

り
に
安
養
寺
の
集
落
が
ひ
ろ
が
っ
て

い
る
。
こ
の
集
落
の
成
立
の
年
代
は

わ
か
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
の
初
め

頃
に
作
ら
れ
た
絵
図
面
に
も
そ
の
名

が
の
っ
て
お
り
、
「
安
養
寺
」
と
い
う

寺
が
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
地
名
で

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
安
養
寺
集
落
の
背
後
に
位
置
す
る

高
位
段
丘
の
上
縁
に
、
ひ
と
き
わ
目

立
つ
ス
ギ
の
大
木
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
ス
ギ
は
、
天
保
三
年
（
一

八
三
二
）
に
改
築
さ
れ
た
松
尾
神
社

の
社
前
に
あ
る
。
幹
の
根
本
は
北
半

分
は
高
地
面
に
あ
り
、
残
り
半
分
は

段
丘
崖
に
か
か
り
、
ほ
ぽ
三
材
の
幹

部
が
現
わ
れ
て
い
る
。

　
木
の
高
さ
は
三
十
材
以
上
、
枝
下

は
ほ
ぼ
十
五
折
、
目
通
り
幹
囲
り
は

七
㌶
で
あ
る
。
樹
形
は
地
上
三
材
の

高
さ
か
ら
平
行
し
た
二
大
支
幹
に
分

か
れ
る
。

　
こ
の
分
岐
部
直
下
の
南
北
両
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぶ

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
大
き
な
瘤
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
北
側
の
支
幹
に
は
、

か
な
り
深
く
長
い
落
雷
の
跡
が
認
め

ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
樹
勢
は
き
わ
め
て
旺
盛
で
集

落
か
ら
見
上
げ
る
樹
容
は
他
を
圧
し

て
堂
々
と
し
、
あ
る
種
の
風
格
を
た

だ
よ
わ
せ
て
い
る
。

　
中
条
小
貫
の
諏
訪
社
に
あ
る
県
指

定
の
大
ス
ギ
は
、
八
・
七
四
折
で
十

日
町
市
で
は
最
大
の
サ
イ
ズ
を
誇
っ

て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
安
養
寺
の

大
ス
ギ
は
二
番
目
に
当
た
る
。
第
三

位
は
、
同
じ
安
養
寺
の
観
音
様
（
円

通
閣
）
境
内
に
あ
る
三
本
の
う
ち
の

一
本
で
六
・
七
層
、
第
四
位
は
船
坂

愛
宕
堂
の
五
・
九
折
、
第
五
位
は
水

沢
八
幡
社
の
五
・
一
五
材
と
な
っ
て

い
る
（
市
史
編
さ
ん
室
、
平
成
二
年

度
調
査
）
。

安養寺松尾神社の大スギ

　
六
月
三
・
四
日
、
十
日
町
市
で
行

わ
れ
た
県
高
校
総
体
の
空
手
女
子
個

人
組
手
で
優
勝
、
続
い
て
十
五
・
十

六
日
に
福
井
県
敦
賀
市
で
行
わ
れ
た

北
信
越
高
校
体
育
大
会
の
個
人
組
手

で
も
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
空
手
を
始
め
た
の
は
高
校
に
入
学

し
て
か
ら
。
空
手
部
の
強
さ
と
空
手

着
姿
に
あ
こ
が
れ
た
そ
う
で
す
。

⑯

＼
ま
す
。
二
年
生
ま
で
は
「
型
」
の
方

が
得
意
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
空
手
の
キ
ャ
リ
ア
は

あ
ま
り
長
く
な
い
荒
川
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
「
組
手
」
の
方
が
練
習
の
成
果

が
出
る
と
い
う
こ
ど
で
、
今
年
は
「
組

手
」
に
か
け
て
い
ま
す
。

　
八
月
六
日
か
ら
静
岡
県
伊
豆
長
岡

町
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、

「
春
の
選
抜
で
は
一
回
戦
で
負
け
た

の
で
、
絶
対
初
戦
を
突
破
し
ま
す
」

　
春
に
行
わ
れ
た
選
抜
大
会
で
は
一

回
戦
で
敗
退
、
そ
の
時
の
悔
し
さ
が

忘
れ
ら
れ
ず
、
毎
日
学
校
で
の
部
活

　
　
　

動
と
、
西
野
幸
雄
先
生
の
西
空
館
道

場
と
で
、
厳
し
い
練
習
を
積
ん
で
き

ま
し
た
。

　
空
手
は
、
指
定
さ
れ
た
型
を
演
武

す
る
「
型
」
と
、
二
人
で
相
対
し
て

技
を
競
う
「
組
手
」
の
競
技
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

荒川裕子さん
（本町6－3・十日町高校3年）

と
雪
辱
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
の
質
問
に
「
小
さ
い
頃
か

ら
動
物
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
獣
医

に
な
り
た
い
ん
で
す
」
と
は
っ
き
り

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の

受
験
勉
強
も
始
め
て
い
ま
す
。
高
校

を
卒
業
し
て
か
ら
の
空
手
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
よ
う

で
し
た
が
、
身
長
一
五
六
独
．
と
い
う

小
柄
な
体
で
、
空
手
に
勉
強
に
と
フ

ァ
イ
ト
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

然
富

自
哲
の
酬

ち
（
け

ま
．
か
紗

おと　日
当
た
り
の
よ
い
山
野
の
道
端
や

田
の
あ
ぜ
、
土
手
な
ど
に
生
え
る
ラ

ン
科
の
多
年
草
で
す
。

　
根
元
か
ら
5
～
2
0
弛
．
の
葉
を
数
枚

出
し
、
そ
の
間
か
ら
茎
が
伸
び
ま
す
。

5
～
8
月
ご
ろ
、
茎
の
中
ほ
ど
か
ら

上
に
向
か
っ
て
、
ラ
セ
ン
状
に
美
し

い
桃
紅
色
の
か
れ
ん
な
小
さ
い
花
を

た
く
さ
ん
付
け
ま
す
。

し
の
ぶ
も
じ
ず
り

　
忍
擬
擢
の
模
様
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
モ
ジ
ズ
リ
の
名
も
あ
り
ま
す
。

　
一
鐘
集
療
記
一

　
今
月
は
ホ
タ
ル
鑑
賞
会
の
取
材
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
ホ
タ

ル
の
あ
の
神
秘
的
な
光
を
写
真
に
捕
ら

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
難

し
い
も
の
で
す
ね
。

　
今
、
テ
レ
ビ
の
島
原
救
済
の
音
楽
番

組
を
見
な
が
ら
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

島
原
市
と
隣
の
深
江
町
で
は
避
難
し
て

い
る
人
は
同
じ
く
ら
い
な
の
に
、
全
国

か
ら
の
救
援
金
が
違
い
、
避
難
所
の
食

事
に
も
差
が
つ
い
て
き
て
い
る
そ
う
で

す
。
ち
ょ
っ
と
変
な
話
で
す
ね
。
①
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